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韓国のワカメ・ASC/MSC認証
韓国、釜山機張郡のGijang Sustainable Seaweed 
Networkのワカメを栽培している養殖場が、ASC/MSC
基準の海藻として認証されました。海藻基準としては、日
本のユーグレナ社に次ぐ2番目の生産者となり、海で栽培
する養殖場としては初となります。ワカメを海で栽培し、乾
燥、加工し、中国、日本、米国、ドイツ、スカンジナビア、
英国のバイヤーを含む世界中の消費者向けに販売してい
ます。認証を得るために、養殖場では地元の生息地、生
態系、絶滅危惧種を含む環境への影響を最小限に抑え
ています。

11月6日に韓国で開催された釜山国際水産・シーフード博覧会での式典で表彰されました。式
典には、ASC、MSC、WWF韓国、ノルウェー大使館、イケアの代表が出席しました。



TSSS 東京サステナブル・シーフード・シンポジウム
株式会社シーフードレガシーと日経ESG主催による「東京サステナブ
ル・シーフード・シンポジウム」が2019年11月7日(木)～8日(金)
に、開催され、2日間で述べ1000人のご来場者、100人のスピーカー
が登壇しました。
海洋資源の減少や海洋プラスチック問題は世界的な課題になってい
ます。豊かな魚食文化や海洋生態系を未来に残すべく、水産資源を
持続可能に生産・消費する「サステナブル・シーフード」の活動を知り、
広げていくための象徴となるイベントでした。
スピーカーの多くの方々にASC認証について取り上げてもらったことによ
り、ブースを出展していたASCにも、高い関心を持った来場者が多く立
ち寄っていただきました。
また2日目には、ランチセッションも行なわれ、このニュースレターでも以
前ご紹介させていただいた、横浜市を中心に展開している和食店「き
じま」による「サステナブルシーフードと季節野菜の六升弁当」が振舞わ
れました。ASC認証されたブラックタイガーやMSC認証のカツオなどその
他、化学調味料/保存料/合成香料/合成着色料のすべて無添加、
野菜は有機/自然栽培のお弁当で、お箸までが国産のFSC認証ひの
き材を使ったものを提供するといった徹底ぶりでした。



名古屋ワークショップの様子
サステナブシーフードウィーク（SSW２０１９）の一環として、10月16日に行なわれ
た、名古屋市環境学習センター（エコパル名古屋）のワークショップには、名古屋市の
2つの小学校 （諏訪小学校と大口北小学校）から5年生が参加してくれました。
水産業や海の環境の問題を紹介し、ASCとMSCはどのような団体か、エコラベル製品
を選ぶとはどういうことなのかを説明したあと、クイズでプレゼンの内容を振り返りました。
子供たちはとても熱心にメモをとり、休憩時間にはサンプルを手に取って盛り上がっていま
した。２校とも、ちょうど社会の授業で水産を学び、カツオの一本釣りや、南三陸のカキ
について触れていたので、今回のプレゼン内容がいい復習になったと先生から感謝されま
した。



料理教室の様子
仙台田子市民センター（10月19日）と埼玉コープデリ商品検査センター（10月24日）
の料理教室では、事前に予約のあった親子や高校生が参加してくれました。地元の生産者
も駆けつけてくれ、カツオの一本釣りや石巻のカキなど、現在の漁業についてのレクチャーをし
てくれました。その後、MSC/ASC認証の食材を使い、先生のお手本を見ながら料理をし、
自分たちが作った美味しい料理を食しました。
来場者に手渡されたSSWロゴ入りのエコバッグには、食品から文具まで記念品がいっぱい
入っていました。MSC日本事務所とASCジャパン、SSW2019を支える協賛企業や組織か
らのプレゼントです。
SSWを通して、一人でも多くの方にサステナブルシーフードを知ってもらえたら嬉しいという
様々なイベントでした。



新商品
セブン＆アイ・ホールディングスからのASC認証

商品発売のお知らせ
株式会社セブン＆アイホールディングスは家庭用冷
蔵食品で、ASCラベル付きのセブンプレミアム商品を
順次販売開始予定です。
「ふっくらとした 白身魚のタルタルフライ」は、ASC認
証のパンガシウスを入れたフライ (5個入り)、また、
「海老カツ」（5個入り）と「海老フライ」（8本入
り）は、ASC認証のバナメイエビを使用したフライです。
セブン＆アイグループは環境宣言グリーンチャレンジ２
０５０で環境負荷低減を推進し、豊かな地球環境
を未来世代に繋いでいくための取り組みのひとつとして
セブンプレミアムを含むオリジナル商品の原材料の５
０％を２０３０までにそして１００％を２０５０
までに持続可能性が担保されたものに変革することを
掲げています。

参考：https://www.7andi.com/csr/policy/environment_03.html

https://www.7andi.com/csr/policy/environment_03.html


採用情報
コマーシャルマネージャー 日本 担当の募集
ASCの本社はオランダのユトレヒトにあり現在、世界中に約50人のスタッフ
が働いています。 詳細については、www.asc-aqua.org を参照。
ASCはコマーシャルマネージャー日本担当募集しています。小売業者、水
産企業、サプライヤーなどのサプライチェーン企業を中心に、日本でのASC
プログラムのさらなる普及に貢献し、責任ある養殖水産物の拡大に貢献し
てくれる方の応募をお待ちしています。
応募方法：
• 応募内容の詳しい方法はこちらのリンクをご覧ください。
• 必要条件をどのように満たしているかを詳しく説明した日本語と英語の説
明文章と履歴書を以下のアドレスにメールしてください。
recruitment@asc-aqua.org

• 応募受付終了日：2019年12月15日

http://www.asc-aqua.org/
https://www.asc-aqua.org/commercial-manager-japan-%e3%82%b3%e3%83%9e%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a3%e3%83%ab%e3%83%9e%e3%83%8d%e3%83%bc%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc%e6%97%a5%e6%9c%ac%e6%8b%85%e5%bd%93%e3%81%ae%e5%8b%9f%e9%9b%86/
mailto:recruitment@asc-aqua.org


認証済および審査中の養殖場

2019年10月末現在



魚種別による認証生産量

2019年10月末現在



ASC認証データ
• ASC養殖場認証取得者数
世界：1139 （前年 725）
国内：62 （前年 60）

• ASC CoC認証取得者数
世界：2109 （前年 1676）
国内：130 （前年 80）

• ASCラベル付き商品数
世界：19,980商品
国内：211商品

2019年10月末現在



ASC（水産養殖管理協議会）ジャパン
www.asc-aqua.org/ja/

このニュースレターに関する問い合わせ先
担当：川田 直美

Email: naomi.kawata@asc-aqua.org

※配信停止をご希望の方は、送信元へ「配信停止」とご連絡ください。

http://www.asc-aqua.org/ja/
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.org
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.corg?subject=Unsuscribe
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